
【資料３】

「地域づくり活動支援指針」に関する施策

①新たな活動を生み、育む

（・：本庁所管事業、●：県民局所管事業）

小項目 平成15年度 平成16年度

・地域づくり活動の登録制度の創設・運用 ・ひょうごインターキャンパスの運営

・外国人県民安全・安心ネットの推進 ・地域づくり活動登録推進事業

・まちかど活動情報ネットワーク事業 ・地域づくり活動の事例集(仮称)の作成

●神戸ツーリズム資源情報の発信 ・エコツーリズム推進事業

●阪神芸術文化サポートクラブ（芸術文化
活動に関する情報提供・交換の場）の創設

・中小企業支援センター事業の実施

●県民運動情報提供事業～タクシーＤＥ
ゲット～

・外国人県民安全･安心ネットの推進

・農のゼロエミッション推進事業

・被災者復興支援会議Ⅲの活動支援（再
掲）

・まちかど活動情報ネットワーク事業

●神戸地域防犯活動の支援

●阪神芸術文化サポータークラブ（芸術文
化活動に関する情報提供・交換の場）の運
営

●県民運動情報提供事業～地域 de お届
け便～ in 阪神北
●県民運動情報提供事業～ポスト de ゲッ
ト in 特定郵便局
●県民運動情報提供事業～タクシー de
ゲット～ in 阪神北
●県民運動情報提供事業～ファックス de
ゲット～ in 阪神北

●東播磨におけるﾂｰﾘｽﾞﾑの振興

●北播磨地域イメージアップ戦略の推進

・ひょうごコミ２ネットの運営 ・ひょうごコミ２ネットの運営

・地域活動ステーションの運営 ・地域活動ステーションの運営

●電脳サイト「丹波なんでも情報室」開設事
業

・ＮＰＯ相談窓口の設置
・地域づくり活動サポーター（応援隊）の設
置

・ＮＰＯ専門相談窓口の設置

小項目 平成15年度 平成16年度

・生活創造活動プランナー養成講座の開設 ・生涯学習支援ネットワーク推進事業

・ひょうごオープンカレッジの開設 ・生活創造活動プランナー養成講座の開設

・生涯学習カフェテリア事業の推進 ・ひょうごオープンカレッジの開設

・地域創造市民塾の展開 ・地域創造市民塾の展開

・高齢者大学の運営 ・地域４年制高齢者大学の運営

・県民生活審議会答申のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ ・いなみ野学園の運営

・勤労者ボランティア促進事業 ・阪神シニアカレッジの運営

・いきいき仕事塾の開設 ・高齢者大学地域活動実践講座の開設

・地域活動推進講座の開催 ・ＮＰＯ大学推進事業の実施（再掲）

・地域活動スキルアップ事業 ・親学習セミナーの開催

●安全・安心のまちづくり推進運動の展開 ・ひょうご県民交流の船

●地域リーダー養成講座の開催 ・兵庫県青年洋上大学

県民が学びたいことを主体的に選
択できる学習機会を提供するととも
に、地域づくり活動に必要な知識を
基礎から専門へと系統的に学べる
よう学習資源のネットワーク化を進
める。

「地域活動支援指針」「県行政参画・協働推進計画」の進捗状況

□多様な情報を提供する

地域づくり活動を実践するために必
要な情報や県内外の先進的な取り
組み例、県の各種支援施策、地域
の歴史、人材、施設などさまざまな
地域資源に関する情報を多様な媒
体を活用して提供する。

各主体との連携を図りながら、情報
を集めた場を確保し、県民が必要な
情報を入手しやすいしくみを整え
る。

地域づくり活動の特性や状態、内容
等に応じた相談に対応するととも
に、広く県民からの提案を受け付け
るしくみをつくる。

□実践活動につながる学習機会を充実する
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・兵庫県立大学 生涯学習交流センターの
設置

・県立広域防災センターの開設

・エコツーリズム推進事業（再掲）

・海の環境学習推進事業

・青少年科学技術体験学習支援事業

・県土を学ぼうキッズプロジェクトの創設

・いきいき仕事塾の開設

・地域活動推進講座の開催

・地域活動スキルアップ事業

・高等学校地域オープン講座の開設

・コミュニティカレッジの開設

・歴史文化遺産活用活性化事業の実施

・県立考古博物館（仮称)先行ソフト事業の
実施
●「土砂災害防災学習マニュアル」（仮称）
の作成

●自主防災活動啓発ビデオの作成

●環境づくり実践活動者育成講座の開催

●子ども向け環境教育の推進

●高校生のチャレンジショップ支援

●西播磨環境づくり啓発・交流事業

●思春期ピアカウンセリング事業

・生涯学習リーダーバンクの設置 ・生涯学習リーダーバンクの設置

・Hyogoしごと情報広場における職業能力開
発支援(職業能力開発支援ｾﾝﾀｰの運営）

・HYOGOしごと情報広場

●西播磨環境づくり啓発・交流事業（再掲）

小項目 平成15年度 平成16年度

・“子どもの冒険ひろば”パイロット事業 ・子どもの冒険ひろばパイロット事業

・スポーツクラブ21ひょうごの推進 ・ひょうごハートブリッジ運動の推進

・「チャレンジファミリー」地域応援事業

・県民すべてがかかわる兵庫の教育推進事
業の実施～オープンスクールの推進～
・ふるさと文化再発見アクションプランの実
施

・スポーツクラブ21ひょうごの推進

・“若者の居場所づくり”（「若者ゆうゆうひろ
ば」の設置）の推進

・「若者ゆうゆうひろば」事業の推進

●大学と連携した地域ビジョン懇談会（仮
称）の開催

・まちの子育てひろば事業の推進 ・まちの子育てひろば事業の推進

●子育てひろば活動発表・交流会の開催

●丹波の森NPO支援事業

●丹波のじいちゃん、ばあちゃん知恵袋

各主体と連携を図りながら、実践活
動に取り組む中で、知識・技能を学
ぶ機会の拡充や、県民が地域づくり
活動について学んだことを実践の現
場で生かせるしくみを充実する。

若い世代の勤労者や学生が、地域
づくり活動に参画・協働するきっか
けとなる機会の創出に取り組む。

地域づくり活動に取り組みたくても
種々の理由により活動しにくい人
(乳幼児を育てている親、勤労者、
高齢者等)や、多様な世代が気軽に
参画・協働できるよう、まちの中の
身近な場所で活動拠点の充実など
さまざまな支援体制を整備する。

□多様な世代の参画・協働を促進する

地域と学校が一体となった地域教
育や体験学習などの推進を通じ、
若い世代の地域づくり活動の実践
力の向上を支援する。
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小項目 平成15年度 平成16年度

・食育推進ボランティア育成・活動支援事業
（食育実践地域活動推進事業）

・大学洋上セミナーの開催

・地域活動コーディネーターの配置 ・防災協働社会を担う人材の育成

・いきいき仕事塾修了生開設講座支援事業 ・障害のある方への声かけ運動推進事業

●北はりま田園空間博物館交流推進事業 ・「どこでもエコ学習」推進事業

・ひょうごＣＳＲクラブの支援

・「食の健康運動リーダー」の活動支援

・地域活動コーディネーターの配置

・コミュニティ・サポート支援事業

・被災地復興感謝のつどいの開催

・いきいき仕事塾修了生への支援

・生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援・推進事業

・共生博物館地域研究員養成事業の実施

・歴史文化遺産活用活性化事業の実施（再
掲）
・県立考古博物館（仮称)先行ソフト事業の
実施（再掲）

・人権文化創造活動支援事業の実施

●北はりま田園空間博物館交流推進事業
の支援
●地域担い手（ｲﾍﾞﾝﾄ・ﾘｰﾀﾞｰ）養成・活用事
業
●但馬の自然を知る、親しむ、守る環境学
習の推進

●丹波の環境・あじわい運動の推進

・ふるさとひょうご創生塾の開設 ・ふるさとひょうご創生塾の開設

・ＮＰＯ大学事業の実施 ・ＮＰＯ大学推進事業の実施

・まちづくり支援事業 ・まちづくり支援事業

小項目 平成15年度 平成16年度

・地域生活創造情報プラザの設置・運営（生
活創造センター構想の推進）

・生活創造センター構想の推進

・ひょうご国際プラザの設置･運営 ・県民交流広場事業（仮称）

●活動拠点の開設に向けたプラットホーム
の立ち上げ

・地域づくり活動応援（パワーアップ）事業

・ひょうごボランタリープラザの運営（再掲）

・ひょうご国際プラザの設置･運営

・空き店舗活用支援事業 ・空き店舗活用支援事業

・大型空き店舗対策事業 ・大型空き店舗対策事業

行政施設や身近な公民館、交流施
設、学校施設の一部等を活動拠点
として有効活用するため、維持管理
を地域住民へ任せるなど柔軟なしく
みを検討する。

商店街の空き店舗、地元企業の空
き施設や厚生施設、研修施設、労
働組合や職能団体の関連施設等の
地域への開放を促進することを通じ
て、企業が地域づくり活動に参画す
る機会の創出に取り組む。

②活動を高め、支える

□地域に根ざした活動を支える人材づくりを支援する

□県民の主体的な活動拠点を充実する

地域づくり活動を継続的に展開する
ため、身近な地域の中で、県民一人
ひとりが多彩な分野において、交流
し、学び、実践活動を行うための場
づくりを支援する。

地域に活動の基盤を持ち、地域づく
り活動に取り組む団体等の中核を
担う地域リーダーや、人、情報、モノ
等のネットワーク化を支援する人材
（地域プランナー)の育成を支援す
る。

活動団体の企画や運営を担う人材
が、地域づくり活動団体の運営に必
要な管理・経営(マネージメント)や財
政的運営などの専門的知識を習得
する機会や場を提供する。
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小項目 平成15年度 平成16年度

・ＮＰＯ等への事業委託の推進
・地域づくり活動応援（パワーアップ）事業
（再掲）

・地域共生ビジネス離陸応援事業
・団体・NPO等へのアウトソーシングシステ
ム構築事業（再掲）

●“地域のともしび活動”育成事業 ・コミュニティ・ビジネス離陸応援事業

・ひょうごボランタリー基金・復興基金による
各種助成制度

・ひょうごボランタリー基金・復興基金による
各種助成制度

・ＮＰＯコミュニティビジネス等活動応援貸付
制度の充実（基金）

・ＮＰＯコミュニティビジネス等活動応援貸付
制度
・ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗｻﾞでの助成情報の提
供方法の検討

小項目 平成15年度 平成16年度

・地域づくり活動登録制度の創設・運用（再
掲）

・地域づくり活動登録推進事業（再掲）

・ひょうご人権ネットの推進 ・ひょうご人権ネットワーク事業の推進

・「どこでもエコ学習」推進事業（再掲）

●「中播磨わくわく地域交流ネット」（中播磨
地域活動団体情報発信・交流支援システ
ム）の本格運用

小項目 平成15年度 平成16年度

・“こころ豊かな美しい兵庫”をめざす県民運
動の推進

・地域づくり活動登録推進事業（再掲）

・地域団体活動パワーアップ事業
・“こころ豊かな美しい兵庫”をめざす県民運
動の推進

・環境学習支援体制の強化
・地域づくり活動サポーター（応援隊）の設
置（再掲）

・被災地空き地活用パイロット事業
・地域づくり活動応援（パワーアップ）事業
（再掲）

・生活復興のためのＮＰＯ活動支援事業 ・地域づくり活動の事例集(仮称)の作成（再掲）

・県民行動プログラムに基づく活動の促進
（再掲）

・ひょうごボランタリー活動メッセの開催

●参画と協働による「六甲の森づくり」 ・地域子育てネットワーク事業の推進

●灘（六甲山～東部新都心）文化軸活性化
支援・県市協働事業

・こどもの館三世代ふれあい交流事業

●青少年健全育成事業～青少年クリーン
ネット「地域DE見守りたい」～

・こころ豊かな人づくり５００人委員会

●阪神北地域商学官連携モデル事業 ・ふるさと青年協力隊

地域団体相互、地域団体とテーマ
型団体、NPO/NGO、企業など多様
な主体間や地域間の交流・連携・協
働の機会を充実し、地域ぐるみの防
犯・防災や地域ケア・見守り活動、
子育て家庭の支援、循環型社会づ
くりや、地域通貨やｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ
など創意工夫をこらした新たなしく
みづくりといった各地域の独自の取
り組みを支援する。

企業や各種団体などの持つ情報誌
などの情報資源との連携を図り、地
域づくり活動に関する情報を提供す
る。

□多様な主体をつなぎ、地域固有の取り組みを支援する

地域づくり活動に関して、県民から
の情報の発信、個人や各種団体、
NPO/NGO等の情報(実践活動の中
で培われた知識や技術を含む)の共
有が積極的に行われるよう、地域づ
くり活動登録などの運用を工夫す
る。

県民が主体的に、地域づくり活動に
関する情報の発信や共有ができる
ようITを活用したしくみづくりなどを
支援する。

補助金や貸付金については、メ
ニューの一覧や、基準、申請手続き
などを県民の立場に立ってわかりや
すく示すことを基本に、ITの活用な
どにより1カ所(１回)で各種の行政
ｻｰﾋﾞｽを受けられるよう利便性を向
上する。

③活動をつなぎ、拡げる

□みんなの情報をつなぐ

地域づくり活動の展開に必要な資
金を自前で調達できるなど、地域づ
くり活動に取り組む団体の活動が継
続的に成り立つしくみづくりを支援
する。

中･長期的な視点からひょうごボラ
ンタリー基金を有効に活用し､各主
体の活動に応じた適切な支援をす
る。

各主体が取り組む地域づくり活動に
賛同した企業等からの寄付や財団
等からの助成金等を受け入れやす
くするしくみづくり(寄付文化の醸成、
優遇税制の導入促進等)に取り組
む。

□活動に必要な財政的基盤の充実を支援する

〈各情報誌と連携〉
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●いなみ野ため池ミュージアム創設プロ
ジェクトの推進

・コミュニティ・ビジネス離陸応援事業（再掲）

●北播磨アグリビジネスの支援 ・生きがいしごとサポートセンターの設置

●「ＪＲ播但線」列車通学生徒のマナーアッ
プ運動の展開

・ひょうご美しいむらづくり推進事業

●いきいき元気高齢者活動支援事業 ・ふるさとむら保全事業

●南但馬歴史・文化ミュージアム構想（仮
称）の推進

・まちづくり支援事業（再掲）

●コウノトリと共生する地域づくりの推進 ・阪神・淡路大震災10周年記念事業の推進

●あわじ菜の花エコプロジェクトの推進 ・被災地空き地活用パイロット事業

・災害復興公営住宅高齢者元気アップ活動
支援事業

・生活復興のためのＮＰＯ活動支援事業

・まちの再発見運動

・子ども多文化共生教育支援事業の実施

・地域交通安全活動推進委員との協働によ
る交通安全活動の推進
・「地域ふれあいの会」による地域安全活動
の推進
●新さわやかな環境づくり地域行動計画の
推進

●六甲山活性化の推進

●灘（六甲山～東部新都心）文化軸活性化
の支援
●「出会い系サイトストップ大作戦」（仮称）
の展開

●ものづくりを行う中小企業の支援

●神戸地域商店街等の活性化

●「農都・神戸」づくりの推進

●「第１３回全国お手玉遊び神戸大会」の開
催支援
●フォーラム“のびよう！のばそう！ひょう
ごっ子”
●里山林活用支援事業～住民による北摂
山地の里山整備～

●ため池活用事業

●廃棄物不適正処理未然防止対策の推進

●いなみ野ため池ミュージアム創設プロ
ジェクトの推進
●阪神・淡路大震災10周年記念事業in東播
磨の推進

●東播磨新産業創出活性化事業

●地域農産物等の加工品開発支援事業

●農産物直売所における交流支援

●北播磨アグリビジネスの支援

●「ＪＲ播但線」列車通学生徒のマナーアッ
プ運動の展開
●NPO支援・地域ミニプラザ（ＮＰＯ中間支
援組織）協働運営システムの構築

●いきいき元気高齢者活動支援事業

●西はりま子育て環境基盤アップ事業

●西播磨障害者セーフティネット事業（障害
者の社会参加促進）
●南但馬歴史・文化ミュージアム構想の推
進

●コウノトリと共生する地域づくりの推進

●グリーンツーリズムの推進

●但馬産ひょうご安心ブランド農産物の産
地育成

●但馬地域鉄道利用促進事業の推進

●丹波の森づくりサポーター制度の創設

●丹波食文化発信事業
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●丹波まちづくり支援事業

●丹波の森フェスティバル事業

●参画と協働による美しい淡路づくりの推
進

●あわじ菜の花エコプロジェクトの推進

●淡路ため池保全隊の推進

●淡路環境美化月間の推進

●オープンガーデンの推進

・「生活復興県民ネット」の活動支援 ・「生活復興県民ネット」の活動支援

・地域夢会議の開催（再掲）

・地域ビジョン委員会の設置・運営（再掲）

・ひょうご交流社会創造ビジョンの推進 ・ひょうご交流社会創造ビジョンの推進

・棚田保全ボランティアによる棚田保全活動
の推進

・棚田交流人の育成

●鳥取県との広域観光の推進 ●地域ビジョンサポートクラブの運営

●北播磨交流の祭典の開催準備

●兵庫・岡山県際交流の推進

●兵庫・鳥取県際交流の推進（国道２９号
周辺地域の活性化）
●出る杭大会・出た杭交流会の開催支援事
業

小項目 平成15年度 平成16年度

・ひょうごボランタリープラザの充実（再掲） ・ひょうごボランタリープラザの運営（再掲）

・ひょうごボランタリープラザ交流サロンの拡
充（再掲）

・“こころ豊かな美しい兵庫”をめざす県民運
動の推進（再掲）
・地域づくり活動応援（パワーアップ）事業
（再掲）

・都市農村交流連携促進事業

小項目 平成15年度 平成16年度

・地域生活創造情報プラザの設置・運営（生
活創造センター構想の推進）（再掲）

・地域生活創造情報プラザの設置・運営（北
播磨生活創造情報プラザの設置）

・ひょうごボランタリープラザの充実 ・東播磨生活創造センターの整備検討

・ひょうごボランタリープラザ交流サロンの拡
充

・県民交流広場事業（再掲）

・ひょうごボランタリープラザの運営

・生活創造応援隊の設置 ・生活創造応援隊の設置

地域づくり活動を支援するため、ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ化の支援、地域に根ざした人
材育成、情報収集・発信機能を確保
するとともに、相談機能の充実など
県行政とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによる取り
組みの広域的な推進拠点として、生
活創造センター構想の推進など、各
地域(県民局単位)における総合的
な生活創造支援拠点機能の充実を
図る。

総合的な生活創造支援拠点機能の
充実にあたっては、地域団体、ボラ
ンティアグループ、団体、NPO/NGO
等との協働による企画・運営手法な
ども含めて、県民(生活者)の立場に
立って取り組む

自治会、婦人会などの地域団体や
職能団体など各種団体の全県･広
域組織、ﾈｯﾄﾜｰｸ形成やｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
活動に重点を置いたNPO/NGOなど
多様な中間支援組織との情報共有
のしくみづくり等を通じて、中間支援
組織による、活動相互のﾈｯﾄﾜｰｸ化
への取り組みなど、さまざまな活動
や機能充実を支援する。

□各地域での総合的な支援拠点機能を充実する

地域づくり活動の展開にあたって、
県民同士が議論を重ね、合意に至
る過程を支援するため、各主体と連
携した情報の提供、専門家の派遣
や、自治意識の高まりに基づく新た
なしくみの検討など、県民の主体的
な取り組みを支援する。

地域づくり活動に関する情報の発
信、交流の機会の充実等を通じて、
兵庫県や地域に縁や関心がある多
様な人・団体のネットワークづくりを
支援する。

□活動を総合的に支える中間支援組織を支援する
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小項目 平成15年度 平成16年度

・地域づくり活動登録推進事業（再掲） ・地域づくり活動登録推進事業（再掲）

・地域づくり活動の事例集(仮称)の作成（再
掲）

協働事業や活動団体への支援、寄
付のための指標として活用すること
ができるとともに、活動団体が自己
評価のためにも使える客観性のあ
る評価のしくみを工夫する。

□県民が評価するしくみづくりに取り組む

団体の地域づくり活動の取り組み状
況を明らかにし、県民が活動内容を
参考にしたり、交流のきっかけづくり
や評価の手がかりにできるような活
動報告書の作成など、さまざまなし
くみづくりに取り組む。
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「県行政参画・協働推進計画」に関する施策

小項目 平成15年度 平成16年度

・印刷・電波・映像媒体による広報活動
・印刷・電波・映像媒体・インターネットによ
る広報活動

・全世帯配布広報紙「県民だよりひょうご」
の拡充

・トップパブリシティの充実

・サンテレビ「日曜さわやかトーク」の放送 ・広報戦略の推進体制づくり

・ラジオ「知事トーク」コーナーの放送 ・ひょうご水ビジョンの推進

・知事定例記者会見の実施 ・情報公開制度の運用

・情報公開制度の運用 ・ひょうご「食」の安全・安心推進会議の創設

・審議会等の公開促進 ・グリーンエネルギー普及促進

・ひょうご｢食｣の安全・安心推進会議の創設 ・食品品質表示の啓発及び指導

●県政PR視察会の開催
・ホームページを活用した県民への情報発
信

●石井ダム現場見学会の開催 ●神戸県民局地域広報戦略の推進

●ＣＡＴＶを活用した県政情報番組「東播磨
ハートランドだより」の開設

●「石井ダム試験湛水記念・新湊川ウォー
ク」（仮称）の開催

●みなと・海岸防災意識啓発の推進

●南海地震対策の総合的推進（普及啓発
事業の推進）
●ＣＡＴＶを活用した県政情報番組「東播磨
ハートランドだより」の放送
●郵便物に同封するＰＲチラシ「東播磨県
民局だより」の発行
・ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗｻﾞでの助成情報の提
供方法の検討（再掲）

・美しい兵庫指標の運用（再掲） ・美しい兵庫指標の運用（再掲）

・政策評価の実施と評価結果の公表 ・政策評価の実施と評価結果の公表

県民と政策目標を共有するととも
に、県の行政施策の推進状況や成
果等について、わかりやすい表記に
配慮し積極的に発表する。

生活者の視点に立った広報戦略に
基づき、多様な媒体を活用して、県
民が情報に基づき的確な判断がで
きるよう、わかりやすく、きめ細かな
情報を提供する。

インターネットを活用した情報提供
や情報交換、専門家同士の情報交
換のためのしくみづくりなどITを積極
的に活用して双方向性のあるしくみ
をつくる。
課題解決に向けての考え方の過
程、パートナーシップを結ぶ相手方
の選考基準、それに基づき決定した
相手方や事業展開の内容など、常
に県民が方向性、妥当性を判断で
きるよう、政策形成や事業展開の過
程を明らかにする。

〈審議会等の公開促進、各施策・事業を展開する過程での積極的な情報公開〉

①県民と情報を共有する

□県民が主体的に選択できる情報を提供する
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小項目 平成15年度 平成16年度

・美しい兵庫指標の運用 ・美しい兵庫指標の運用（再掲）

・男女共同参画白書の作成 ・男女共同参画白書の作成

・政策評価の実施と評価結果の公表 ・政策評価の実施と評価結果の公表

・被災者復興支援会議Ⅲの活動支援 ・ひょうごみどり白書の作成

・企業庁における会計制度の見直し検討、
環境会計の導入・公表

・復興10年総括検証・提言事業

・被災者復興支援会議Ⅲの活動支援

・環境会計の公表

・男女共同参画社会づくり条例に基づく県民
からの申出処理制度の運営

・男女共同参画社会づくり条例に基づく県民
からの申出処理制度の運営

・外部監査人による監査 ・外部監査人による監査

・投資事業評価の実施と評価結果の公表 ・投資事業評価の実施と評価結果の公表

・県立試験研究機関に係る評価システムの
運用

・県立試験研究機関に係る研究評価の実施
と評価結果の公表

・県民参画による広報の展開

小項目 平成15年度 平成16年度

・「さわやか提案箱」の実施 ・県民参画による広報の展開（再掲）

・「さわやか対話室」の実施 ・「さわやか提案箱」の実施

・「さわやか県民局」の実施 ・「さわやか対話室」の実施

・「さわやかフォーラム、さわやかトーク」の
開催

・「さわやか県民局」の実施

・少子・高齢社会ビジョン(仮称)の策定
・「さわやかフォーラム、さわやかトーク」の
開催

・ひょうご経済・雇用再活性化プログラムの
フォローアップ

・少子・高齢社会ビジョン（仮称）の策定

・ひょうご農林水産ビジョン2010のフォロー
アップ

・“すこやかひょうご”子ども未来プランの改
定

・病院運営懇話会（「さわやか病院トーク」）
の実施

・兵庫保健医療計画の改定

●丹波魅力づくり提案事業の公募実施 ・ユニバーサル社会構築推進事業（再掲）

・ひょうご農林水産ビジョン2010のフォロー
アップ

●丹波魅力づくり提案事業の公募実施

・県民意見提出手続(パブリック・コメント手
続)実施要綱の効果的な運用

・パブリック・コメント手続の充実

・戦略的環境アセスメント制度の導入 ・商店街活性化の先導的事業の導入促進

●論鶴羽山系総合プランの策定 ●緑豊かなふるさとの川づくり指針の策定

●「西播磨なぎさ回廊計画」の策定

●諭鶴羽山系総合プランの策定事業

・ＮＰＯと行政の協働会議の開催 ・ＮＰＯと行政の協働会議の開催

・行政・NPO協働事業助成 ・行政・NPO協働事業助成制度（再掲）

・外国人県民共生会議の開催・外国人県民
モニターの設置

これまで以上に分かりやすい資料
作成に努めるとともに、予定案件一
覧の発表など広報の一層の充実を
図り、県民が意見・提案をしやすい
ようパブリック・コメント手続の的確
な運用を進める。

政策形成の早い段階から、県民とと
もに立案に取り組んだり、概案（複
数案を含む）を示し、県民から修正
案や代替案を求めるなど、県民の
提案、意見、選択を十分踏まえた取
り組みを推進する。

地域団体やNPO/NGO等との協働
による政策形成手法の検討など、
県民の施策への意見・提案を有効
に活用するしくみを充実する。

□県民提案の機会を充実する

きめ細かな県民との意見交換の機
会を一層拡充するとともに、IT等を
活用した提案方法も含め、いつでも
だれでもどこからでも気軽に県行政
に提案・提言できる機会やしくみを
充実する。

地域特性を反映した多様な視点か
ら、各種施策の効果の評価・検証手
法を充実するとともに、参画と協働
による事業・施策の実施状況につい
て、事業等の内容に応じて県民が
評価するしくみづくりに取り組む。

行政による自己評価と各主体によ
る外部評価を対比させることを通じ
て、多面的な視点からの行政運営
の評価に取り組む。

身近な課題や県の施策について、
政策形成段階や事業実施段階にお
いて、モニターによる客観的な政策
評価の実施を促進する。

②県民と知恵を出し合う

□県行政の評価・検証への県民参画を進める
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小項目 平成15年度 平成16年度

・附属機関等の委員の公募に関する指針の
策定・運用

・附属機関等の委員の公募に関する指針
（仮称）の運用

・河川整備基本方針・河川整備計画の策定 ・ユニバーサル社会構築推進事業

●御前浜水環境の再生 ・経済再生加速プログラム（仮称）の策定

・ひょうご農林水産ビジョン2010のフォロー
アップ （再掲）

・河川整備基本方針・河川整備計画の策定

・警察署協議会の運営

●御前浜水環境の再生

・学校評議員の設置運営 ・県民参画による広報の展開（再掲）

・大学生フォーラム2050の開催

・学校評議員の設置運営

・県民モニター「歴史楽者」100人制の導入

・審議会等の公開促進
・審議会等の公開促進（インターネットでの
一覧掲示）

小項目 平成15年度 平成16年度

・自然活用型野外ＣＳＲ事業の推進 ・上山高原エコミュージアムの推進

・いきいき県土づくりプログラム
・自然活用型野外ＣＳＲ事業（県立ふるさと
の森公園）の推進

・コミュニケーション型県土づくり(モデル)事
業

・県民とのパートナーシップによる維持管理

・みんなで道づくり・川づくり ・コミュニケーション型県土づくり事業

・人と防災未来センターを活用した防災ボラ
ンティアや防災専門家の育成

・「尼崎２１世紀の森」の推進

●県民の参画と協働による公園運営（舞子
公園、有馬富士公園、一庫公園）

・人と防災未来センターの運営へのﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱの参加及び防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成

●加古川の源流を生かした地域づくり
●みんなで守り育てる神戸の森づくり・川づ
くり

●丹波並木道中央公園の整備推進
●県民の参画と協働による公園運営（舞子
公園・有馬富士公園・一庫公園）

●別府川再生プランの策定

●「国見の森公園（仮称）」の整備（自然活
用型野外CSR事業(宍粟地区)の整備）

●「県民オアシス－しそう森林王国」の形成
（しそう森林王国第２ステージ事業）

●加古川の源流を活かした地域づくり

●丹波並木道中央公園の整備推進

●海岸漂着ごみクリーンアップ作戦の推進

・青少年非行防止サポート・モデル事業の
展開

・生涯学習支援ネットワーク推進事業（再
掲）

・男女共同参画推進員の設置 ・ひょうごインターキャンパスの運営（再掲）

・男女共同参画推進大会の開催
・消費者による｢食｣の安全･安心ﾁｪｯｸ活動
推進事業

・災害救援専門ボランティア制度の推進 ・「ストップ・ザ・交通事故」県民運動の推進

・のじぎく兵庫国体と｢スポーツクラブ21ひょ
うご｣との連携

・地域ぐるみ安全対策事業

・健康ひょうご21大作戦の推進 ・兵庫のまつり－ふれあいの祭典の開催

・ひょうご“食の健康”運動推進事業 ・県立陶芸館（仮称）所蔵品展の開催

・災害救急医療システムの推進 ・行政・NPO協働事業助成制度

公共施設の運営や維持管理などに
ついて、地域団体やNPO/NGO、企
業などとの適切な連携のもと、アド
プトシステムやサポーター制度など
県民が利活用しやすい多様な方法
を導入する。

県が実施する各種事業について、
多様な主体との共同開催や共同運
営など実施段階でのさまざまな形態
の協働を積極的に推進する。また、
県行政以外の主体が実施する取り
組み、事業の中に県行政が参画・
協働する形での取り組みも進める。

これらの運用にあたっては、より多く
の県民の参画を得られるよう、審議
会等にかかる情報を一覧で掲示す
るなど広報を充実する。

③県民と力を合わせる

□協働で実施する範囲や事業を拡充する

審議会や委員会など県行政の政策
形成にかかる審議に、生活者の視
点や専門的知識・技術を持った多
様な世代の県民が委員等として直
接参画する機会を充実する。

県民モニター、アドバイザー、専門
委員等さまざまな役割の導入を促
進し、県民の多様なニーズを把握す
るとともに、県民が政策形成やその
推進にかかわる機会を拡充する。

□審議会などへの県民の参画機会を拡げる
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・まちの保健室事業
・「のじぎく兵庫国体募金（愛称：はばタン募
金）」の実施

・健康コミュニティづくり推進事業 ・県民運動推進大会の開催

・障害者雇用・就業支援事業
・のじぎく兵庫国体と「ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ21ひょう
ご」との連携

・兵庫しごとカレッジシステムの運営
「のじぎく兵庫国体ｽｰﾊﾟｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ」による
ｽｰﾊﾟｰ教室の実施

・体験・交流ツーリズムプログラム推進事業 ・国体（本部・市町）推進員の拡充

・おいしいごはんを食べよう県民運動の推
進

・健康ひょうご21大作戦の推進

・市民農園実践コンクールの実施 ・ひょうご“食の健康”運動の推進

・明舞団地再生の推進（明石舞子団地にお
ける居住地再生モデル事業）

・まちの保健室事業

・地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」の推進 ・健康コミュニティづくり推進事業

・「いきいき学校」応援事業
・高校生ボランティア「献血啓発サポーター」
事業

・県民とともにつくる新しいひとはくの展示 ・薬物乱用防止教室実施事業

●東播磨地域交通事故防止啓発事業 ・薬物乱用防止街頭啓発事業

●北播磨ツーリズムの振興 ・のじぎくパートナーの募集・養成

●ＪＲ姫新線「電化促進運動」の展開 ・グリーン購入推進事業

●子ども向け環境教育の推進 ・資源節約運動推進事業

●西播磨「水と緑の郷づくり」構想の推進
（西播磨「食と悠の郷」構想普及啓発事業）

・環境学習フォーラム実施事業

●男のための「男女共同参画フォーラム」の
開催

・貴重な自然生態系保全・再生活動支援事
業

●住民参加によるホタルを育む水辺の調査 ・障害者雇用･就業支援事業

●｢但馬・いざないロード作戦」の推進 ・兵庫しごとカレッジシステムの運営

●ペアミリオンウォークによる健康づくり ・民間国際交流団体等との連携強化

●海岸漂着ごみ処理対策の実施 ・ホスピタリティ向上事業

●オープンガーデンの推進 ・産業ツーリズム推進事業

●職域におけるノースモーキング作戦の推
進

・温泉を活用した地域魅力づくり推進事業

●「あわじ島環境畦畔（間伐材利用）」の整
備推進

・体験･交流型ツーリズムプログラム推進事
業

・ひょうごツーリズム協会活動支援事業

・おいしいごはんを食べよう県民運動の推
進

・地産地消学校給食モデル事業

・グリーンツーリズム資金の創設

・道の樹広場整備事業

・道路予定地緑化事業

・まちの顔の川づくり

・被災地修景緑化支援事業

・全県花いっぱい運動の推進

・明舞団地再生の推進

・地域教育推進事業の実施

・県民とともにつくる新しいひとはくの展示の
推進

・ＰＴＣＡ活動支援事業の実施

・地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」の推進

・「いきいき学校」応援事業の実施

・「土曜いきいき教室」の開催

・YU・らいふ・サポート事業の実施

・障害児の土曜日活動支援事業の実施

●兵庫県庁発祥地記念事業の調査検討

●イノシシ対策の充実・強化
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●いきいきため池大作戦の展開

●「阪神南総合防災セミナー」等震災復興
総合企画事業の実施
●「地域づくり診断」の実施等地域推進プロ
グラムの推進とフォローアップ
●「若者との対話・交流会」の開催等次期地
域ビジョン推進プログラムづくり

●阪神南１００万人県民健康体操の推進

●子育てネットワーク活動支援事業

●「子どものために知ろう！」大人のイン
ターネットリテラシー向上事業

●“スローライフ月間 in 宝塚”推進事業

●東播磨交通事故防止対策の総合的推進

●東播磨地域ひったくり等街頭犯罪の防止
対策の推進

●加古川流域「森・川・海再生プラン」の推
進

●北播磨おもてなしキャンペーンの展開

●食の健康チェック１万人大作戦の展開

●西播磨「水と緑の郷づくり」構想の推進

●魚つき魚道推進事業（揖保川水系）

●西播磨ツーリズム振興事業

●住民参加によるホタルを育む水辺の調査

●「但馬・いざないロード作戦」の推進

●たじまの森・川・海再生プランの推進

●クリーン但馬5万人大作戦の推進

●健康長寿たじまアクションプランの推進

●グリーンツーリズムの推進

●但馬産ひょうご安心ブランド農産物の産
地育成

●但馬まるごと感動市の開催

●“交流人にぎわう 美しい但馬のみちづく
り”の推進

●地域介護保険サービスパワーアップ事業

●加古川流域「森・川・海再生プラン」の推
進

●JR福知山線の利用促進

●ふれあいと学びの森整備モデル事業

●「美しい丹波」花と緑の街道づくり

●「いきいき８０」淡路健康づくり事業

小項目 平成15年度 平成16年度

・生活復興のためのＮＰＯ活動支援事業（再
掲）

・生活復興のためのＮＰＯ活動支援事業（再
掲）
●NPOとの協働による地域課題解決に向け
た取り組み

・団体・NPO等へのアウトソーシングシステ
ム構築事業（再掲）

多様な地域課題に柔軟に対応する
ため、企画を含めた新たな事業委
託手法も対象に、NPO/NGOや地域
団体への外部委託の基準を定める
指針づくりに取り組む。

□多様な委託のしくみづくりを進める

サービスの質と費用の両面を総合
的に判断して、県民への行政サー
ビスを効果的・効率的に提供できる
事業について、民間事業者や
NPO/NGO、地域団体等への外部
委託(アウトソーシング)を推進する。

協働先の選定について、適切な選
定基準を明確にするなど透明性を
確保する。
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小項目 平成15年度 平成16年度

・生活情報活動アドバイザー等の設置 ・生活情報活動アドバイザー等の設置

・くらしのクリエーター活動支援事業 ・くらしのクリエーター活動支援事業

・薬物乱用阿防止推進員の設置 ・薬物乱用阿防止推進員の設置

・民生・児童協力委員の設置 ・民生・児童協力委員の設置

・地域教育推進事業の実施（再掲） ・地域教育推進事業の実施（再掲）

・薬物乱用防止指導員拡充事業
・地域づくり活動サポーター（応援隊）の設
置（再掲）

・薬物乱用防止指導員拡充事業

まちづくり、地域福祉、地域防犯・防
災、教育など特定分野の行政課題
の解決に向けて、県行政と協働して
取り組む推進員らが円滑に活動で
きるよう、積極的に必要な情報を提
供するとともに、関連する他の推進
員とのネットワーク化を推進する。

多様な地域課題に柔軟に対応する
とともに、県民との協働を一層推進
するため、地域づくり活動サポー
ター（応援隊)(仮称)など、新たな推
進員の設置や見直しに取り組むとと
もに、活動の質を高めるために必要
な知識・技能の習得機会を拡充す
る。

□推進員らの職務の円滑化を進める
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推進体制の整備

小項目 平成15年度 平成16年度

・職員に対する広報研修の充実 ・職員に対する広報・広聴研修の充実

・いきいき・さわやか県庁運動の推進 ・県職員NPOトライやる事業

・わくわくワークショップ研修の実施 ・いきいき・さわやか県庁運動の推進

・わくわくワークショップ研修の実施

●NPO・行政交流会

・男女共同参画兵庫県率先行動計画の推
進

小項目 平成15年度 平成16年度

・地域夢会議の開催 ・地域夢会議の開催

・地域ビジョン委員会の設置・運営 ・地域ビジョン委員会の設置・運営

・県民行動プログラムに基づく活動の促進 ・県民行動プログラムに基づく活動の促進

●県民局と管内市町で構成する｢新たな社
会活動システム研究会｣の設置

●「地域づくり診断」の実施等地域推進プロ
グラムの推進とフォローアップ（再掲）
●「若者との対話・交流会」の開催等次期地
域ビジョン推進プログラムづくり（再掲）
●大学と連携した地域ビジョン懇談会（仮
称）の開催（再掲）

・長期ビジョン推進委員会の設置・運営 ・主な事業・施策の重点的広報

・高校生｢兵庫未来講座｣の実施 ・広報戦略の推進体制づくり（再掲）

・県民の参画と協働の推進に関する条例の
施行

・長期ビジョン推進委員会の設置・運営

・同条例に基づく「地域づくり活動支援指針」
「県行政参画・協働推進計画」の策定

・大学生ﾌｫｰﾗﾑ2050の開催（再掲）

・｢参画と協働｣全国シンポジウムの開催
・県民の参画と協働の推進に関する条例の
推進

・参画・協働推進リーダーの配置 ・県民ボランタリー活動実態調査

・参画・協働推進本部の設置・運営 ・団体・NPO等活性化調査・研究事業

・地域づくり活動サポーター（応援隊）の設
置(再掲）

各県民局においては、地域政策懇
話会などを活用して市町との緊密な
連携・協調を図りながら、地域特性
を生かして具体的な施策・事業を展
開します。本庁は全県的視点から
共通事項の調整、情報の共有・提
供等を行い、県民局での特色ある
取り組みを支える。

あわせて、県民の主体的な活動に
かかる支援先を紹介する総合窓口
機能を充実するなど、わかりやすい
県行政のしくみづくりに取り組む。

□参画と協働の推進にふさわしい執行体制を整備する

県民局については、各地域で展開
される多様な地域づくり活動を支援
する県行政の核として、十分な機能
を果たせるよう現地解決型機能の
一層の充実に取り組む。

県民の参画と協働に基づく県行政
を推進するため、県職員一人ひとり
が生活者としての視点をもった広
報・広聴の意識・姿勢を向上する。

地域づくり活動に取り組む
NPO/NGO、団体、企業での現場研
修（職員によるトライやる・ウィーク）
や人材交流を実施するなど、県職
員が参画・協働の推進役としての見
識と資質を高める研修機会を一層
充実する。
地域づくり活動に熱心に取り組む職
員が中心となり、地域づくり活動に
関する情報の共有や、職場研修等
での意識啓発などに取り組み、県職
員自らがそれぞれの居住地域など
で、さまざまな地域づくり活動に積
極的にかかわることを通じて、県民
との参画と協働の実践活動を展開
するなど、県民とともに歩む県政を
推進する。

□職員意識を醸成する
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小項目 平成15年度 平成16年度

〈「参画と協働関連施策の年次報告」のなか
で実施フローの作成、実施状況、今後の取
り組み方向等の明示〉

具体的な施策・事業ごとに、特性に
応じて創意工夫をこらしながら、参
画と協働のチャンネルを適切に組
み込んで、過程を重視した施策・事
業を展開する。

参画と協働のチャンネルを組み込
んだ実施フローを作成・事前公表す
ることを通じて、実施部局での推進
方策を明らかにしたり、参画と協働
のチャンネルの活用方法やその具
体的な運用が適切かどうかについ
て県民の評価を受けるなど、参画と
協働を積極的に推進するしくみづく
りに取り組む。

□参画と協働の過程(プロセス)を重視した施策・事業を展開する

〈各施策・事業を展開するなかでの取り組み〉
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